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気配の広がる家
ー 郊外の集合住宅の提案 ー
HOUSES SURROUNDED BY "SENSE"





　In this proposal, we are going to think about a place to live where you can relax, have an exciting 
encounter and being surrounded by a lot of "sense" from the sense of vision, smell and hearing like the lights 
filtering through windows, clatter of dishes, smell of cooking, singing and laughing voice. 











か。 しかし、 人口減や無縁社会、 高齢社会、3.11 の
ような災害などにより、近年の暮らし方や住まいでは
対応出来なくなってきてしまった様に感じられ、そこ
で、ローカルな付き合いを見直し、様々な人が集まっ
て住む場所を考える。
　では、どのような集まりが好ましいのだろうか。私
は、夜、家に帰る途中で感じる周囲の建物から漏れ出
す人の気配に安心感を抱く。部屋の明かりだったり、
食器の音、歌声、料理の匂い、笑い声などの視覚、嗅
覚、聴覚を通して間接的に伝わってくる気配に温もり
を感じているのかもしれない。それは、SNS を通して
得られる情報にはなく、またシェアハウスのような人
間関係とも少し違う。誰とも分からない無数の人たち
の生活の気配が帰り道に広がる。この気配を、今回の
提案の空間構成に活かせないだろうかと考える。この
気配により住人同士が優しくつながる。
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　そして、気配だけでなく、住人が集まる場所として
共有空間なる場所も必要であると考える。そこは、新
たな出会いや行為を誘発するような場所である。しか
しながら、集合住宅の共有空間は公共性が高く維持管
理などの大変さがある。そこで、共有空間に商業の機
能を割り当てたらどうだろうかと考えた。そのことに
より店員の人が維持管理をし、また住人は、朝、目が
覚めちょっと美味しいコーヒーとパンケーキが食べた
いと思いついたら、朝日の差し込む下のカフェで朝食
をとったり、また、そこで偶然住民の方とばったり会
い一緒に朝食をとり、ギャラリーなどを一緒に回った
りできる。また外部の人も利用ができるため、様々な
人の憩いの場をつくれるのではないかと考え、この建
築に「住」の他に、「商」、「業」の機能を付帯させよ
うと考えた。
　以上を踏まえて、郊外に、窓からもれる明かりや、
食器の音、料理の匂い、歌声、笑い声などの気配によ
り、安心したり、刺激的な出会いを生むような、様々
なものがあふれている人が集まって住む場所を提案す
る。
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